
違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、

放
置
自
動
車
は
年
々

増
加

傾
向
に
あ
り
、
そ
の
及
ぼ
す
交
通

や
環
境
へ

の
弊

害
は

。
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

。

市
で
は

、
後
を
絶

た
な
い

自
動
車
の
放
置
に
対
し
、
警
察
と

連
携
を
取

り
な
が

ら
、
所

有
者
の
責
任
で
処
理
す

る
よ
う
粘
り

強
く
対
処
す

る
一
方
で

、
そ
の

防
止
策
に
努
め
て
い
ま
す

。

圖

安
全

課
自
転
車
対
策
係

昌

一

ぶ

」３
４
１

放
置
自
動
車
に
よ
る
弊
害

使
い
捨
て
に
す
る
こ
と
が
増
え
て

い
る
現
在
、
自
動

車
ま
で
も
捨
て
る

と
い
う
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
事

態
が
起
こ

っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、

近
年
の
経
済
情
勢
の
も
と
、
モ
ラ
ル

の
な
い
所
有
者

（
原
因
者
）
が
、
解

体
（
ス

ク
ラ
ッ
プ
）
に
掛

か
る
費
用

を
惜
し
み
自
動
車
を
投
棄
し
て
い
る

も

の
と
考
え

ら

れ
ま
す

。

こ

の
よ
う

な
背
景

で
白
‥動
車

が
放

置

さ
れ

る
こ
と

に
よ

り

、
次

の
よ
う

な
弊
害

が
起

き
て

い
ま

す
。

①

交

通
障

害

住

宅
地
の

幅
員

の
狭
い

道
路
や

交

差
点
付

近

、
民
家

の
前
の

駐
車

場
出

入

口

、
公

園

・
学

校
付
近

な
ど

②

環

境
阻

害

窓

ガ
ラ

ス
が
割

ら
れ

、
車
内

に
ゴみんなの迷惑です。違法・迷惑駐車、放置自動車

ミ
が
投
棄
さ
れ
た
り
、
人
が
住
み
つ

く
な
ど

③
犯
罪

性

車
を
燃
や
し
た
り
、
車
の
部
品
を

盗
む
な
ど

ま
た
、
所
有
者
の
住
所
地
は
、
別

表
の
と
お
口
半
数
以
上

が
市
外
と
な

っ
て
い
ま
す
。
松
戸
市
内
に
捨
て
れ

ば
市
で
処
分
す
る
と
思
わ
れ
な
い
た

め
に
も
、
今
後
も
追
跡
調
査
な
ど
し

て
粘
―
強
く
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

自
動
車
を
放
置
さ
せ
な
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す

昨
年
、
放
置
自
動
車
の
多
発
地
域

に
お
い
て
、
市
職
員
と
警
察
官
が
連

携
し
て
、
一
ヵ
月
半
に
わ
た
ひ
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

そ

の
後
、
放
置
さ
れ
な
い
と
い
夕
成

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
多
発

地
域
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
放
置
多
発
個
所
に
バ
リ
ケ

ー
ド
や
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
放

置
さ
せ
な
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。

や
め
よ
う
！
違
法
・
迷
惑
駐
車

駐

車
禁

止

の
指
定

を
受

け
て

い
な

い
道

路
で

、
道

路
を

駐
車
場
（
車
庫

）

と
し
て

使
用

し

て

い
る
自
動

車

を
多

く
見

か
け

ま
す

。
こ

れ

が
放
置
自

動

車

を
誘

発

し

て

い
る
た

め
、

現

在

、

違
法

・
迷

惑
駐

車

の
取

り

締
ま

り
を

警

察

に
要
請

し
、
実
施

し
て

い
ま
す

。

こ

の
行

為
は

、
道

路
交

通
法

の
無

余

地

駐
車

、
ま

た
自
動

車

の
保

管
場

所

の
確
保

等
に

関
す

る
法
律

（
車
庫

法

）

の
保

管
場
所

と

し
て

の
道

路
使

用

の
禁

止

に
よ

り
、

十
万
円

・
二

十

万

円
以

下

の
罰

金

が
そ
れ

ぞ

れ
科

せ

ら

れ
ま

す

。

放
置

自

動
車

を
招

ぐ
、

違
法

・
迷

惑
駐

卑
は
絶
対
に

お
や
め
く
だ

さ
い
。

放
置
自
動
車
の
処
理
経
過

放
置
自
動
車
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
昨
年
度
は
通
報
な
ど
に
よ
り

約
三
百
八
十
台
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
約
六
〇
％

は
所
有
者
の
自

己
責
任
で
処
理
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
平
成
９
年
４
月
に
制
定
し
た

市
の
条
例
に
基
づ
ぐ
警
告
・
追
跡
調

査
の
効
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

所有者(原因者)の地域別件

数(平成9年4月～13年1 月)

地域 件数 比率(％)

市内・ 392 43

県 内( 市外) 224 25

近隣都県 239 26

その他 50 ６

計 905 100

廃
車
や
譲
渡
す
る
と
き
は
、
正

規
の
手
続
き
を

放

置
自

動
車

の
中

に

は
組
織

的

グ

ル

ー
プ

が
常
習

的
に

放
置
し

て

い

る

も

の
も
あ

り
ま

す
。

第
三

者
に
廃

車

を
依

頼
し

た
り

、
名

義
変
更

を
し

な

い
で
Ｊ匹
貝
・
譲

渡
し

た
結

果
、
第

三

国民健康保険

被保険者証が

更新されます

現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
と
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保

険
者
証
の
有
効
期

限
は
、
３
月
3
1

日
出
ま
で
で
す
。
該
当
す
る
世
帯

に
は

３
月
５
日

㈲
（
予
定
）
に

新

し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

二

部
世
帯
を
除
く
）
が
、
入

院

者

に
よ

り
放

置

さ
れ
て

し
豸

つ
と

い

う

事

例

が

、
平

成

９

年

４

月
以

降

、

判
明

し

た
だ

け
で

も
全

体

の
二

五
％

も
あ
ｈ
７
ま
し

た
。

車

両
本

体
の
処

分
（
解
体

）
は

、
個

人

で

は
対
処

で

き
な

い
た
め

確
実

な

専

門
業

者

に
依
頼

し
ま

し
ょ
う

。
ま

た

、
廃

車

や
他

人
に

譲
渡

す
る
際

は

、

正

規

の
手
続

き
を
行

う

よ
う

に
し
て

く

だ

さ
い
。

詳
し

く

は
、
次

ま
で

お

問

い
合

わ
せ
く

だ

さ

い
。

○

普

通
自

動

車

千

葉
陸

運
支

局
野

田
自

動
車

検
査

登

録
事
務

所

公
０
４

７
１

・
2
1
・
0
1

1
1
0
軽

自
動

車

（
四

輪
）

軽

自
動

車
検

査
協

会
千

葉
事

務
所

野

田

支
所

容
０

４
７

１

・
2
0
・
２

０
２

放
置
自
動
車
を
見
か
け
た
と
き

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

放
置

し
よ

う
と

し
て

い
る
人

や
放

置

自
動

車
を

見
か

け
た

と

き
は
、

安

全

課
ま

で

ご
連
絡
ぐ

だ

さ

い
。

な
お

、
放

置
自
動

車

は

、
法

的
手

続

き
に
従

っ
て

処
理
し
て

い
る
た
め

、

処
分

ま
で
一
定

の
期
間
を
要

し
ま
す

。

ご

理

解

・

ご
協

力

を

お

願

い
し

ま

す

。
中
の
病
院
、
入
所
中
の
施
設
に
郵

送
を
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た

、
こ
の
時
期
に
家
を
留
守

に
す
る
な
ど
で
郵
送
を
希
望
し
な

い
人
は
保
険
課
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

※
新
し
い
被
保
険
者
証
は
届
き
次

第
使
用
で
き
ま
す
。

※
旧
被
保
険
者
証
は
、
保
険
課
・

市
民
課
・
吝
支
所
に
お
返
し
く

だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
お
支
払
い
は
、
便

利
な
口
座
振
替
で
！

●
収
納
員
が
お
伺
い
し
た
場
合

は
、
必
ず
身
分
証
明
書
・
領
収

書
の
ご
確
認
を
！

地
域
を
災

害
か
ら
守

る
消
防
団

あ
な
た
の
入
団
、
待
っ
て
ま
す

松

戸

市

消
防
団

で

は

、
火
災

や
風

水

害
等

の
被
害

を
最
小

限

に
食

い
止

め
る
た

め

、
地
域

に

密
着

し
た

防
災

活
動

機

関
と

し

て

、
団
員

数
六

百
十

五
人
（
う
ち

女
性

二
十

五
人

）
、

一
団

本

部

・
十

方

面

隊

・

三

十

六

分

団

が
、
十
消

防
署

と
連
携

し
て
活

動
し

て

い
ま
す

。

消
防
団

は
市

の
公
的

な
機
関

で
す

が
、
団
員

は
す

べ
て
、

そ

れ
ぞ
れ
に

仕
事

を
持

っ
た
地

域
住

民
で

す
。
世

代

を
超
え

、
そ

れ

ぞ
れ
の
立
場

が
異

な
る
者
同

士

が
、
ま
ち

を
守

る
と

い

う

一
つ

の
目
標

に
向
か

っ
て
協

力
し

合

っ
て

い
ま
す

。

「
地
域

の
た

め
に
役

立
ち
た

い
」
。

そ

ん
な
気

持
ち

を
消
防

団
活
動

に
生

か
し

て
み

ま
せ

ん
か
。

地

域
社

会

の
安

全
を

守

る
新
し

い

力

を
募
集

し
ま
す

。

入

団
資

格
…
男

女

を
問

わ
ず
十

八

歳
以

上
五

十
五
歳

未
満

で
、
市

内
在

住

の
健
康

な
人

圃
電

話
で
消

防
局
企

画
管

理
室

容
知

・
1
1
1
3

内
線

５
１
４

１

、
ふょ
た

は
市

内
各

消
防
署

・
各

分
団

へ

消
防
団
の
主
な
仕
事

火災の現場で風水害の中で

消防団員は、消防署からの連絡などに

より火災発生を知ると、すぐに現場に駆

け付けます。消防署員と共に、消火作業

に直接当だるほか､後方支援として付近

の交通整理や､飛び火の警戒､被災者の介

護などにも当たります。

火災等の災害活動のほか、火災予防運

動や防災訓練など、地域の防火・防災に

活躍しています。

台風や前線の通過に伴う集中降雨等で

被害が出るときも活動します。

被害が大規模な場合は、主要河川で水

防のための警戒や受け持ち区域の巡回、

小規模の場合でもすぐに出動できるよう

自宅に待機するなど、いざというときに

備えます。

また、台風が去った後に、倒れた公園

の木や街路樹を片付けたりもします。

圖保険課資格給付係

S366-7353

放
置
自
動
車
を
誘
発



小金発

で安全祈願

幸田の華厳寺で、このぽど、今年一年の安全

を祈願する「火渡り祭」が行われました。

華厳寺は、松戸七福神の一つで、約ﾜ00 年前

の出水時に幸田川に流れ着いた地蔵菩薩を本尊

として祭って以来、村に火災が起きていないこ

とから、火防の寺として地域から親しまれてい

ます。

火渡り祭は新世紀に合わせての初開催。「火

難厄除」や「無病息災」などを願い、ほら貝の

音を合図に、訪れた皆さんが次々と、白い煙が

立ち上る護摩の上を熱さに耐えながら素足で駆

け渡ってい

ました。

約
七
百
人
の
参
詣
者
が
見

守
る
中

、「

火

渡
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た

【
】
松

戸
市

小

金

原

軟
式

野
球

連

盟
毎
週
日
曜
日
午
前
７
時
～
午
後
５

時
の
問
で
二
時
間

会
場
小
金
原
中

央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
内
容
シ
ニ
ア

野
球
チ
ー
ム
に
よ
る
試
合

（
春
か
ら

秋
ま
で
）
　
対
象
五
十
歳
以
上
の
野

球
愛
好
者
（
個
人
）
　
費
用
歸
千
円

（
人
会
金
な
し
）

固

加
藤
昔
3
4
5
・
6
6
8
2

（
人
会
金
午
円
）

圈

山
際
公
3
6
4
・
3

5
8
7
（
午
後
７

時
以
降
）

小

金
清
志
町
町
会
の
皆
さ
ん
待
望

の
施
設
・
小
金
浩
志

町
会
館
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
１
月
2
8日
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
館
は
、
雨
漏
り
な
ど
老
朽

化
が
著
し
か
っ
た
前
の
施
設
を
建
て

替
え
た
二
階
建
て
の
建
物
。
館
内
に

エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
バ

盛大に行われた竣工式

「
町

会

の
シ
ン

ボ
ル

と
し

て

、

ま
た

皆

さ

ん

の

ふ

れ

あ

い

の
場

と

し

て

こ

の

施
設

を
使

っ
て

い
た

だ

き

、
ま

す
ま

す
地

域

交

流

の
輪

が
広

が

っ
て

い
く

こ

と

を

期
待

し

て

い
ま

す

」
と

話

し

て

い

ま
し

た
。

リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
設
計
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し

て
使
え

る
施
設
に
な
っ
て

い
ま
す
。

地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
町
会
や

長
寿
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
、
カ
ル
チ

ャ
ー
教
室
等
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
と

の
こ
と
。

町
会

長

の
山
田

幸
雄

さ

ん
は

、

鬼は外！福は内!!

小金発

小
金
清
志
町
会
館

が

完

成

地

域

交

流

の

拠

点

会

員

募

集

2 月２日 、小金原保育所

で、節分の豆まき行事が

行われ、豆をま＜子ども

たちの元気な声が響きま

し た。

机でバリヶ一ドを築い

て待ち受ける子どもたち

の前に現れたのは赤鬼と

小金原発

小 金 原 保 育 所

青鬼。金棒を振り上げて　　ちょつと怖いけど楽しい豆まき

威諞する鬼たちに 子どもたちは元気いっぱいに豆をぶつ

けていました。子どもたちの攻慙に鬼が退散した後は、地

域の民生委員扮する福の神が子どもたちの周をまわり 、祝

福と歳豆を与えました。

この行事には小金原団地の一人暮らしのお年寄りを招待

しており、子どもだちと一緒になって豆まきをして楽しみ

ました。

小金・小金原・

※身近な情報をお寄せください。

で

、
毎

年

一
月

の
寒

い
時
期

に
実
施

し

て

い
る
も

の
。

今
年

は

、
関
東
地

方

に
震
度

７

の

大

地
震

が
発
生

し
た
と

い
う
想

定
で
、

応

急

救

護

訓

練

、
初

期

消
火

訓

練

、

小金発

１
月
1
4
日

、
殿

平

賀
南
町

会

で
、
恒

例

と
な

っ
た

「
真
冬

の

防
災

訓
練
」

が
行

わ

れ
ま

し
た

。
こ

れ

は
、

「
災

害

は

住

民

の

都

合

の
よ

い
日

に
発

生

す
る
と
は
限
ら
な

い
。

過
酷

な
気

象
条
件

時

に
こ

そ
訓

練

の
価

値

が
あ
る
」

と

の
信
念

いつ起こるか分からない災害に…

炊
き
出

し
訓

練

な
ど
、

六
種

類
の
訓

練
を
行

い
ま

し
た

。

参

加
し

た
五
士

一
入

は
全
員

、
六

年
前

の

「
阪

神

・
淡
路

大
震

災
の
教

訓
を
忘

れ
ず
に
１
・
」
を

心
に

、
冷
え

込
み

の
厳

し

い
真

冬

の
防
災
訓

練
に

真
剣

に
取
り

組

ん
で

い
ま
し
た

。

［
］
月

影

会

（
水

彩

画

）

毎
月

第
二

・
四
火

曜
日

午
前
1
0
時

～
正

午
　

内

容
花
、
風
景

な

ど
を
描

き
、

一
日
で
仕

上

げ
る
　

会

場
テ

ク

ノ
2
1
（
松

戸

地
域
職

業
訓

練
セ

ン

タ

古
　

費

用
月
四

千
円

（
入

会
金

な

し

）
圖

志
村

公
3
4
4
・
7
0
9
6

D
ｓ

／

Ｄ
／

ｃ

・

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週

土
曜

日
午
後

６
時

～
９

時

龠
鐶
小

金
原
体

育
館

杤
笛
肖

二
千

円

（
入

会
全

一
千
円

）

圖

矢
沢

豊
3
4
2
・
7
1
8
4

（
夜

間

の

み
）

［

］
ハ

ケ

崎

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

つ

ば

さ

会

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
月

第

∵

二

∴
二
月

曜
日

午
後

７
時
～

９
時

会

場
ハ

ケ
崎
市

民
セ

ン

タ
ー
　

対

象

多
少

経
験

の
あ

る
人

蒼

啣

月
三
千
円

（
入

会
金
千

円

）

圜

北

郷

豊
3
4
4‘
7
0
7
7

［

］
松

戸

ケ

ナ

フ

の

会

内

容
ヶ
ナ

フ
の
試

験
栽

培

や
種
苗

の
堅

冗
・
小

中

学
校

の
ケ
ナ

フ
に

よ

る
環

境
学

習

の
お
手
伝

い
・
紙
す

き

教
室

の
開
催
等

呰
国
軍

二
千
円
（
入

会
金

な
し

）

※
ケ
ナ

フ
と

は
二

酸
化

炭
素

の
吸

収

が
良
く

、
非
木

材

紙
等

に
使

わ
れ

る
地
球

に

優
し

い
植
物
で

す

。

吏

阡
細
は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

圖

土
田

公
3
4
3・
0
0
1
6

【
】
油

絵

サ

ー

ク

ル

「

貝

の

花

」

毎

月
三

回
木

曜
日

午
前
1
0
時
～
正

午

侖
場

貝

の
花

小
学

校
講

座
室

内

容
油
絵

中

心
に

デ
ッ
サ
ン

ー
コ

ラ

ー
ジ
ュ

ほ
か

を
勉
強
　

曹
鬧
耳

四
千

五
百

円

（
入

会
金

一
千

円
）

※
初
心

者
歓
迎

圖

横
山

合
川

・
9
0
8
2

［
］
シ

ェ

イ

プ

ア

ッ

プ

体

操

ク

ラ

ブ

毎
週

金
曜
日

皐
大
剛
1
1時

～
正

午

会
場
馬

橋
東
市

民
セ

ン

タ
ー

対

象

五

十
歳
以

上

の
人
　

春
饋
冐

二

千
円

聞こえないと悩むより友達を見つけて

楽しい時を過ごしましょう

２月23日窗 午後1 時30分～3時30 分 会場

ふれあい22 （健康福祉会館）　内容読話と

手話でのカルタ大会・おしゃべりほか　対

象中途失聴者・難聴者　費用無料

※要約筆記・手話通訳あり

圃 電話またはファクスで千葉県中途失聴

者難聴者協会東葛北支部松戸地区会・岡野

aR  347―5655 へ

新 規購 入16 ％フ ィルムを貸し出します

①社会教育関係

●友情(103 分）’

・地球を救う25の方法（28分）

・ 少年犯罪と親の責任（25分）

●親がかわれば子もかわる（26分）

●セピア色の風景（55分）

②アニメーション

・少年むくはとじゅう物語（21分）

このほか、合言衵78 本のフィルムを所蔵し

ています。子ども会・町会・学校・サーク

ルなどのli刑ぽ活動にご利用ください。

※貸し出しには「16 气映写機操作技術講習

会」の修了証が必要です。講習会は毎年

夏に実施しています。

圜社会教育課市民文化係a366-7462

簿記教室

コース 期　　日 費用

初級コース

(日商簿記検

定3級程度)

3/23 廊 ～6/1 ㈹

の毎週火･ 金曜日

〔全20 回〕

25,000 円

(会則5,000円)

中級コース

(日商簿記検

定2級程度)

3/13W ～6/1 銜

の毎週火･ 金曜日

〔全22 回〕

30､000 円

(会員20,000円)

時間午後6時～8 時　会場松戸商工会議所

定 員各先着40 人　 持ち物筆記用具と電卓

(またはそろばん)

※初級、中級とも期日から3/20(曷、5/4㈱ を

除きます。

圃費用を持って直接、

松戸商工会議所（登

364-3111) へ

住 宅リフォ ーム相談 と市民講座

２月24 日出 午前10 時 ～午後4 時＝住宅リ

フォーム相談、午後2 時～3 時＝市民講座

「リフォームのポイントとバリアフリー住

宅」　会場松飛台市民センター　講師松戸

住宅リフォーム相談員　費用無料

圃当日会場で

鬪松戸住宅リフォーム相談員協議会（住

宅課内) 45366 ―7366

療 育 相談

３月15 日團午後1 時 ～1 時30 分受 け付け

会場松戸保健所　内容診察・必要時エック

ス線直接撮影・保健指導　対象①18歳未満

で整形外科的心配のある人（手足・筋肉・

骨形成など）②･市で実施している股関節脱

臼検診未受診者　費用無料

※要予約

※母子健康手帳をご持参ください。

匣電話で松戸保健所地域指導課≫361  ―21

21 へ

家 事援助 サービ ス講習会

3月13 日脚 ～15 日附 午前10 時～午後3時

〔全3 回〕　会場市民劇場　内容講義「高齢

者の保健福祉サービス・高齢者の理解・援

助の基本等」 対象市内在住の60歳以上の

人　定員30人 （抽選） 費用無料

匣2 月26 日（月冂 必着）までに、往復ハガキ

に住所・氏名・生年月日・電話番号を記入

して、〒270-2251 松 戸市金ケ作277 の4

卸 松戸市シルバー人材 センター(B384-

3191) へ

地域まちづくり塾

私たちの身近な自然として親しむことのできる

「坂川」と明治31 年 に造られた地域の貴重な財産

の「小山の煉瓦橋」をテーマに講演会を開催しま

す。ぜひご参加ください。

第1 回‥･3月４日（日）午後1時30 分～3時30 分　会場千

葉県西部防災センター（駐車場あり） 内容「川

とまちづくり」　 講師西村幸夫氏（東京大学大学

院教授） 定員先着90人　費用無料

第2 回…3 月18 日（日）午後1 時30 分～3 時30 分　会場

女寸生センターゆうまつど　内容「土木遺産とまち

づくり」（小山煉瓦橋）　 講師為国孝敏氏 （足利

工業大学助教授） 定員先着70人　費用無料

●JR 松戸駅から「市川駅」行きバスで

「松戸二中」下車徒歩8分

匣2 月26日（月）までに、電話またはファクス（ｲ弋表者氏名と参加人数を記入）で都市整備本

部企画管理室a366 ―7356R  365 ―7761 へ

｢火渡り祭｣

馬橋支所版

真冬の防災訓練

殿平賀南町会

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※費用はテキスト代を含みます。



白熱の名人戦!? 常盤平発

｢松戸かるた大会」

松戸の風物などを盛り込んだオリジナルかるた

「松戸かるた」を使って、新春恒例の小学生大会

が1月7日､常盤平市民センターで開催されました。

参加者は年々増え、今年は140 人。26 枚の競技

マットが敷き詰められた会場では 、きちんと正座

をした子どもたちが4時間に及ぶ激戦を繰り広げ

ていました。

［
］
松

戸

市

社

交

ダ
ン

ス
協

会

創

立

二

十

周
年

記

念

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

３
月
４
日
㈲
午
後
５
時
3
0分
～
８

時
3
0分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
定

員
先
着
百
人

費
唄
十
五
百
円

圃
当
日
会
場
で

固

石
見

豊
川
・
3
3
7
2

【
】
こ

ひ

つ

じ

お

は
な

し

会

２
月
2
1日
團
午
後
２
時
3
0分
～
３

時
3
0分

龠
環
市

川
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
ハ
柱
店

前
）
　
内

容
グ
リ
ム
童
話
等
の
読
み

聞
か
せ
と
人
形
劇
　
講
師
劇
団
天
童

一
人
の
お
年
寄
り
は
、
四
～
六
年
生

に
よ
る
ク
ラ
ブ
活
動
（
器
楽
・
和
太

を
細
め
な
が
ら
遊
び
方
を
教
え
て
い

ま
し
た
。

円

（
保
険

料
）

圃

当

日
会

場
で

固

体

育
指

導

者

貝

・
宍

戸

昔
3
8
9
・
８

４

１
［
ａ

と

遊
ぶ

「
ふ
れ

あ

い
交
流
会

」

が
行

わ

れ
ま
し

た
。

こ

れ
は
、

常
盤
平

団

地

の

一
人

暮
ら

し

の
お
年

寄
昨（
を

対

象

に
常

盤
平
第

一

小

学
校

が
毎
年

行

っ
て

い
る
も

の
で

す
。参
加

し
た
三

十

ねえ、教えて//

童
た
ち
の
発
表
を
楽

し
ん
だ
後
、
駆
け
寄

っ
て
き
た

Ｉ
～
二
年

生

の
児
童
た
ち
と
、

け
ん
王
や
折
り
紙
な

ど
、
昔
の
お
も
ち
ゃ

で
一
緒
に
遊
び
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
手
つ

き
で
お
も
ち
ゃ
を
触

る
子
ど
も
た
ち
に
、

お
年
寄
り
た
ち
は
目

「

」
健

康

づ

く

り

グ

ル

ー

プ

円

毎

週
木

曜
日
午

後
２

時
3
0分

～
４

時

会
璢

常
盤
平
市

民

セ
ン

タ
ー

対

象
六
十
歳

く
ら

い
ま
で

の
女

性

苣

脚

半
四
千

円

入

会
金

な
し

）

圖

曽
根

登
3
6
2
・
4
0
5
6

【
】
華

道

勉

強

会

毎
月

第
二

・
四

土

曜
日
午

前
1
0
時

～
正

午

会

場
八
柱
市

民

セ
ン

タ
ー

春
ｍ

肖

二
千

円

（
花

代
別
途

、
入

会

金
な

し
）

圈

岡
田

登
3
9
2
・
6
4
8
0

（
夜
間

の

み
）

［

］
八

柱

ダ

ン

ス
（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎

週
水
曜

日
午

後
６

時
～
９

時

会

場
八
柱
市

民
セ

ン
タ

ー
　

対

象
多

少
踊

れ

る
人
　

費
用
月
二

千
一五
百

円

（
入
会

金
千
円

）

膕

佐
藤

登
3
4
2
・
3
2
0
0

［

］
フ
ァ

ミ

リ

ー
バ

ド
ミ

ン

ト

ン

ー
ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー
ル

教

室

２
月
1
8日

⑧
午
前
９
時
～
正
午

癸
璢

常
盤
平
第
一
小
学
校

春
用

百

会

員

募

集

催
　

し
　

物

主
宰
・
浜
島
代
志
子
氏

定
員
当
日

先
着
三
十
人

蓄
爾
熹

料

圖
市
川

音
3
8
3
・
2
3
1
2

［

］
松

戸

太

極

拳

同

好

会

毎
週

土
曜
日

尓
大
同
1
0時
～
正

午

会
場

冨
盤
平
埜

育
館

費
用

月
三
千

円

（
入

会
全

一
千

円
）

圈

高
科

公
3
6
2
・
6
0
8
0

［

］
松

飛

台

社

交

ダ

ン

ス

研

究

会

毎

週
木

曜
は

午
後
７

時
～

８
時
4
5

分

会
場

常
盤
平

体
育

館

内

容
キ

ャ

リ
ア

に
か
か

わ
ら

ず
基
礎

に
重

点

を
置

い
た
レ

ッ
ス
ン
　

巷
ｍ

Ｗ

四
千

円

（
入
会

金

な
し
）

膕

浅
原

音
3
8
8
・
1
9
2
1

［
］
グ

ル

ー

プ

「
松

戸

フ
・
エ

ル

マ

ー

タ

」

毎
週

木
曜
日

午
前
!
0
時

～
正
午

会
場

釆
部
市
民

セ
ン

タ

ー
　

内
容

大

正

琴

を
主
と

し
た

音
楽

サ

ー
ク
ル

苣

朋
月
三
千
円

（
入

会
金
千

円
）

※
貸

し
琴

あ
り

圖

藤
田

音
3
6
9・
0
8
7
7

【
】
日

の

出

剣

友

会

毎

週
土

・
日

曜
は

午
後
３

時
～

５

時

会

場
日
の
出
幼
稚
園
体
育
館
（
常

盤
平

駅
下

車
徒

歩
七
分

）
　

対
象

小

学

生
　

善
爾
肓

千

円
（
入
会
金
千
円
）

圖

田

辺

音
誣
・
3
2
0
1

鼓
）
の
発
表
、
一
犬

二
年
生
に
よ
る

耿
・
ダ
ン
ス
な
ど
、
熱
の
人

つ
た
児

１
月
2
3日
、
常
盤
平
第
一
小
学
校

体
育
館
で
、
児
童
た
ち
が
お
年
寄
り

ふ
れ
あ
い
交
流
会

た

が
、、
中
で

も
量

咼

齢

の
参

加

者

の

一
人

は
、
「
ボ
ウ
リ
ン

グ
は

三

十

年

ぶ

り

で

す

」

と
言

い
な

が
ら

、
見

事

な
フ

ォ

ー
ム

で
み

ん

な
の

喝

さ

い
を
浴

び
て

い
ま
し
た

。

子どもたちも頑張りました

※身近な情報をお寄せください。

ボウリングで親睦を

１
月
2
8
日
、

常
盤
平
駅
前

の
ボ

ウ

リ

ン
グ
場
で

、
牧
の
原

一
丁
目

町
会

ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会

が
行

わ
れ
ま
し
た
。

｀
同
町

会
で

は
、
住
み
良

い
町

会

づ

く

り
を
目
指
し

て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画

。

ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会

も
そ

の
一

環

と

し

て

毎

年

開

催

さ

れ
、
今
年
で
三
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

当
日

は
、
小

学
生

か
ら
七
十
歳
代

ま
で

の
約
五

十
五
人

が
参
加

。
家

族

連
れ

の
参

加
者

も
多

く
、
腕

に
覚
え

の
あ

る
人
、
慣

れ
な

い
手

つ
き
で

一

生
懸

命
投
げ

る
人

と
さ
ま
ざ
ま

で
し

聖徳大学附属高等学校「バトン部」
東部発

全国大会で金賞受賞
１月16 日 に日本武道館で行わ

れた全 国大会 「 オール ・ジャ

パン・マ ーチ ングバン ド・バ

トントワリング・コンテスト」

で、聖徳大学 附属高等学 校バ

トン部 が金賞に輝きました。

大会 はトワリング部門 とマー

チングバンド部門があり、同バ

トン部はトワリング部門に出場。

19チ ームの中で6 チ ームに与 え

られる金賞を獲得しました。

キャプテンの竹内あいさんは、「表彰されたときも信じられない気持ちで

した。チームワークの勝利だと思います。まわりの皆さんの期待にこたえ

られてうれしいです」と話してくれました。

松戸市老人保健対策推進協議会を開催

2月26日(月)午 後1時30分 から　会場中央

保健福祉センター3階会議室

※傍聴できます( 先着6人 まで)。議題はお

問い合わせください。

匣当日、午後1時 から会場で

圜保健福祉課保健係Q366 一7486

外 国 人日本語スピ ーチコン テスト

2月24日田 午後1時～4時 （懇親会4時～5

時） 会場市民劇場　内容中国、韓国、フ

ランスなど、7 力国14 人の 外国人が日本に

来て感じたことなどを発表　費用無料

※中国少数民族の伝統楽器「ラワープ」の

演奏も行われます。

※申し込みは不要です。お気軽に会場へお

越しください。

膃財松戸市国際

交流協会登366-

7310

のぞ み学園作品展示即売会

2月22 日田・23 日淦)午前9時～午後4時

会場総合福祉会館　内容陶芸・縫製・木工

・園芸品等の作品

圜のぞみ学園0368-1632

健 康増進センター運営協議会を開催

2月28日冰)午後1時 から　会場中央ｲ呆健福

祉センター3階会議室

※傍聴できます( 先着10 人まで)。議題はお

問い合わせください。

圃当日午後O時30 分から会場で

圈保健福祉課健康増進センターR  365―

5588

ボ ラ ンティアカレッジ

３月４日（日）午前10 時30 分 ～午後3 時30 分

場所県立柏の葉公園コミュニティ体育館

（柏市）　内容福祉レクリエーション　定

員先着100 人　費用無料

圃2 月23 日窗 〔必着〕までに、往復ハガキ

に講座名「ボランティアカレッジ希望」・

住所・氏名・年齢・電話番号・返信用あて

名を記入して、〒271  -8560 松戸市小根本

７　東葛飾支庁社会福祉課( ≪361  ―4077)

へ

愛 の献血 （献血推進協議会）

2月23 日洳j）午前10 時～11 時45 分②午後

1時～4時　会壜イトーヨ ーカドーハ柱店前

情 報センタービデ オ編集講座

初級・中級＝2 月23日(金)・24 日出 ・25 日

(日)、各午後1 時30 分 ～4 時30 分　 会場森の

ホール21情報センター　内容あなたの撮影

したビデオにタイトル・音楽を入れてオリ

ジナル作品を作つてみよう　対象初めて講

座を受ける人　定員各日先着6 人　持ち物

自分で撮影したビデ オテープと新しいビデ

オテープ　費用無料

圃2 月15 日休)午 前9時30 分 か ら、電話で森

のホール21 情報センター0384 ―5050 へ

市
民
に
好
評
な
ビ
デ
オ
編
集

講
座

個人市政見学会

市民の皆さんに市政を身近に感じていた

だくため、個人を対象に市政見学会を実施

します。

､3月13 日次 午前9 時 市役所正面玄関集合

コース健康増進センター～博物館～和名ケ

谷クリーンセンター（昼食と見学）～消防

局～市役所（解散） 定員先着22 人（3人

以下の場合は中止）　持ち物昼食（食堂等

はありません）　費用無料

圃電話で広報課登366-7320 へ

町名 地番が変 わり ました

2月10日 から高柳の一部の町名地番が変

わりました。

変更地区…高柳の一部

新町名…六高台五丁目

鬪地域振興課町名整備係Q366-7318

さわやかちば県民プラザ催し物

講座名 日　時 内　容 定員／費用 申込期限

ワイン＆チーズアカ

デミー

3/ 3 圉 午後2

時30 分～5 時

ワインとチーズについての基礎

知識と楽しみ方

成人50 人/

5,000円
2/22 ㈲

ビデオ編集室利用講

習会

3/17出 午前10

時～午後4時

県民プラザのビデオ編集室の機

器の操作方法

10人/

500 円
3/ 3 仕）

会場さわやかちば県民プラザ( 柏市)

圃 中込期限〔必着〕までに､ 往 復ハガキに講座名・住所・氏名・年齢・電話番号を記入して、

〒270-0882 柏 市柏の葉4 の3の1　さわやかちば県民プラザ事業課(Q0471 -40-861 5) へ

牧の原1丁目町会

常盤平・六実・

東部支所

版

常盤平発

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

圜保健福祉課Q366

-7487

昨年のコンテストから

お
年
寄
り
と
遊
ぼ
う
!
!

常
盤
平
第
一
小
学
校

常盤平

発



寒
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！

本庁発

１
月
1
4日
、
運
動
公

園
陸
上
競

技

場
と

野
球
場

を
会
場

に

「
第

六
回

少

年

少
女

サ
ッ
カ

ー
大
会
」（
松

戸
市

子

ど
も
会
育
成

会
連

絡
協

議
会
主
催
）

が
開
催

さ

れ
ま

し
た

。

こ

の
大
会

は
六
人

制
で
行

わ

れ
、

市

内
各

地
区

か
ら
男
女

合

わ
せ
て

六

十

九
チ

ー
ム

、
六
百

三
十

人

が
参

加

。

北
風

の
吹
く
寒

い
中

、
必
死

に

ボ
ー

ル

を
追

い
か
け

、
相
手

の
ゴ

ー
ル
を

目

指
し

ボ

ー
ル

を
蹴

り
込
む
元

気

な

子

ど

も
た
ち
で

サ

ッ
カ

ー
コ

ー
ト

は

熱

気

に
あ
ふ

れ
て

い
ま
し
た

。

な
お

、
大
会

の
優

勝
チ

ー
ム

は
次

の
と
お

り
で

す
。

小
学

丁

二

年
乖
苳
・・・
新

松
戸

Ａ

タイムカプセルを掘り起こし

※身近な情報をお寄せください。

小
学
一
万

四
年
男

子
・：
小

金
原
Ｂ

小
学

五

・
六
年
男

予
：
馬

橋
Ｂ

小
坐
二

上

二
年
女

子
：
小

金
南

小
学

四

上
（

年
女

子
：
小

金
北

1月６日 、松ヶ丘小

学校に昭和59 年 度の

卒業生など約100 人

が集まり 、卒業記念

に校庭に埋めたタイ

ムカプセルの掘り起

こし を行いました ＝

写真＝。

こ のカプ セルは 、

21世紀にみんなで掘り起こそうと、当時の写真や夢・

希望などを書いた作文、メッセージや歌を吹き込んだ

カセットテープなどを入れたもの。思い出の品が出て ｌ

女子も17 チームが参加しました

くると一同から歓声が沸き上がっていました。　　　　 ｜

卒業生の松浦大介さんは、「当時の拙 壬の先生やあ ｉ

だ名で呼び合える仲間に再会できて感激です。小学生 ミ

のころのことがよみがえり ます」と話し てくれました。 ヨ

新
春
の
江
戸
川
に
三
百
六
十
八
艇
の
カ
ヌ
ー
が
集
結

冬
晴
れ
の
下
で
こ
ぎ
初
め

１
月
1
4
日

、
新

春
恒

例
の

「
松
戸

市

長

杯
争

奪
ク

ラ
ブ
対

抗
カ

ヌ
ー
競

技
大

会
」

が
、
本
年

は
松

戸
市

体
育

協
会
五

十

周
年
記
念

大

会
と
し

て
江

戸
川
で
行

わ

れ
ま
し
た

＝
写
真

＝
。

柴

又

帝
釈
天

へ

の

初

も

う

で

を

兼
ね

た
初

こ
ぎ

が
始
ま

り
と

い
わ

れ

る
こ

の
大
会

も

、
今

年
で

十
九
回
目

。

今

大
会

に
は

、
昨
年

の

シ
ド
ニ

ー

五

輪

に
出

場

し

た
二

選
手

も
含

め
、

県
内
外

か

ら
三
十

七
チ

ー
ム

、
約
四

百

三

十

人

の

カ

ヌ

ー

愛

好

家

が
参

加

。
レ

ー
シ
ン

グ
艇

や
ワ
イ

ル
ド

ウ

オ

ー
タ

ー
艇
、

カ
ナ

デ
ィ
ア

ン
艇

な

ど

さ

ま

ざ

ま

な

カ

ヌ

ー

に

乗

り

、

五

・
五

回
の
周

回
コ

ー
ス

を
思

い
思

い
に
初
こ

ぎ
を
楽
し
ん
で

い
ま

し
た
。

ま

た
、
河
川

敷
で

は
家

族
や
仲

間
、

地

域

の
皆

さ

ん

が

声

援

を

送

る

な

ど

、
大
に

ぎ
わ

い
の

一
日

で
し

た

。

文化財をみんなで守ろう

防火訓練

一
　
　

１

月
2
6
日

は

、
「

文

化

財

防

‐‐

公

ア
ー

」
。

そ

の

前

日

の
2
5
日

。

「

い

ざ

と

い

う

と

き

に

備

え

よ

・

う

」

と

、

戸

定

歴

史

館

で

防

火

・
　
訓

練

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

訓

練

は

、

最

後

の

水

戸

藩

主

・
徳

川

昭

武

が

明

治

維

新

後

に

建

て

た

木

造

建

築

物

、
戸

定

邸

‐‐
　
か

ら

出

火

し

た

と

の

想

定

で

行

‐‐
　
わ

れ

、
職

員

ら

が

放

水

銃

を

使

‐‐‐
　
い

初

期

消

火

に

努

め

る
中

、

中

一

央

消

防

署

な

ど

消

防

隊

三

隊

が

‐‐‐

出

動

し

戸

定

邸

に

一
斉

放

水

。

消防隊による一斉放水

ま
た

、
地
域
の

皆
さ
ん

約
四

十

人
が
参

加
し
て

、
消
火
器

を

使

っ
た
初

期
消
火

訓
練
や

避
難

誘

導
訓
練

も
行
わ

れ
ま
し
た

。

参
加
者

の

】
人

は
、「
戸
定

邸

は

、
身
近

に
あ

る
貴
重

な
文

化

財

。
こ
れ

を
守
り

、
後
世
に

伝

・

え

て
い

く
た
め
に

少
し
で

も
役

に

立
て
ば
と

」
と

話
し
て
い

ま

し
た

。
な
お

、
防
火
訓

練
は
万
満

寺

・

（
馬
榲
）
・
博

物
館
で

も
行

わ
れ

・

ま

し
た

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

］

催
　
し
　
物

［

］
わ

ん

ぱ

く

ま

つ

り

２

月
2
4
口

出
午
前
1
0
時
3
0分

～

午

後
１

時

会
場

寒
風
台
小

学
校

校
庭

〔
雨
天

の
場

合
は
体

育

館
〕
　
内

宦

俣

擬

店

・
バ
ザ

ー
・
遊

び
コ

ー
ナ

ー

固
寒
風

台

わ
ん

ぱ
ぐ

学
童

保

育
所

・

村

越

萱
3
6
3
・
8
4
0
0

［

］
額

縁

の

無

い

展

覧

会

２

月
2
0
日

㈹
ま
で

の
午

前
1
1
時
～

午

後
６

時

会
場
ア

ー
ト

ス
ポ

ッ
ト

ま

つ
ど

（
伊
勢

丹
松
戸

店

新
館
九

階
）

内

容
出
品

作
家
四

十
人

に

よ
る

額
縁

で

飾
ら

な

い
素

顔

の
絵
画

展
　

費
用

無

料
圖
淡

彩
画
会

ホ
ワ
イ
ト

ー
マ
ッ
ト

・

菊

地

登
3
8
4
・
0
7
3
9

［

］
新

春

陶

芸

一

日

教

室

２

月
2
3日

蚩

①
午

前
９

時
3
0分

～

Ｈ

時
3
0分

②

午
後
Ｏ

時
1
5分

～
２

時

1
5分

③
午
後
３

時
～

５

時
　

会

場
陶

松

（
市

立
病

院
裏
）
　

内

容
一

ご
の

陶

土
を
使

っ
て
湯

の
み

等

を
制
作

定

髞

各
同

先
着

十
二

人
　

費
用
五
百

円

（
陶
土

・
焼

き
代
別

）

と
、つしょ
うの
ぽり
がま
　

圃
電

話
で

陶
松
登

窯
之
会

・
小

堀

萱

3
6
8
・
７
７
ｎ
乙
冖
０
へ

［

］
バ

ー

ド

ウ

ォ

ッ

チ

ン

グ

の

集

い
２

月
1
7
日

出
午

前
1
0
時

「
野
菊

の

墓

文

学
碑

」

前

（
下

矢
切

）

集

合

、’

正

午
解

散
予
定

〔
雨
天

中

止
〕
　

講

師
日

本
野

鳥

の
会
会
員

・
村
岡
幸

生

氏

持
５
物
筆
記
用
具

・
双
眼
鏡
（
な

く

て
も
可

）
　

杤
用

無

料

固
松

戸
市
矢

切

・
小

山
地

区
外

環
道

路

問
題
対

策
協

議

会
・
浅

井

萱
3
6
4
・

［
］
太

極

拳

七

八

会

毎
週

水
曜
日

午
後

３
時
～

５
時

会
場

夭
切
公

民
館

対

象
初
心

者

蓉
爾
育

三
千

円

（
入
会

金

な
し
）

固
山

岸

＆
3
6
4・
9
2
9
2

［
］
松

戸

太

極

拳

同

好

会

①

母
週
水
曜

日
午

後
７

時
～
９

時

②
毎

週
日

曜
日

午
後

６
時
～

８
時

会
場

剛
運

動
公

園
武

道
館

②
塒
市

民

セ
ン

タ

ー
　

啓
爾

可

三
千
円

（
入

会

會

一
千
円

）

回
高

科

昔
3
6
2
・
６

０`
８

０

【
】
孫

式

太

極

拳

愛

好

会

月
三

回
月
曜

日

午
前
1
0
時
～
正

午

会
場
青

少
年

会
館

内

容
無
理

な
ぐ

続
け
ら

れ

る
緩
や

か
な
動

き

の
太
極

拳
　

杤
用

旦

二
千

円
（
入

会
金

な
し

）

※
女
性

・
高

齢
者

歓
迎

固
牧

之

瀬

登
3
4
8
・
1
8
4
1

［
］
松

戸

短

歌

会

毎
月

第
二

土
曜
日

午
後

１
時
～

５

時

龠
璢

市

民

会
館

内

容
流
派

を

問

わ

な

い
自

由
な

詠
風
　

春
ｍ

Ｗ

千

円

（
入

会

金

な

し

）

固

塩

人

登
3
9
1・

［
ａ
Ｏ

Ｉ

ｐ
り
（
夜

間

の

み

）

［
］
松

戸

ダ

ン

ス

同

好

会

毎
週
木
曜
日
午
後
２
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館

内
窕
衽

交
ダ
ン
ス

対
象
多
少
踊
れ
る
人
　

杤
爾
肖
三
千

円
（
入
会
金
千
円
）

固
柏
崎

登
3
6
2
・
0
0
2
6

［
］
創

美

会

毎
週

金
曜
日

午

後
６
時
3
0
分

～
９

時

会
場
市

民
会

館

内

容

目
由
に

描
け
て

初
心

者
か
ら

で

き
る
絵
画

サ

ー
ク

ル
　

費

用
月
四

千
円

（
入

会
金

二

千
円

）

固

本
祥

昔
諞
・
8
2
5
8

【
】
日

本

画

「

三

彩

の

会

」

毎
月

第

丁

四

水
曜
口

午
前
1
0
時

～

午
後

１
時
　

会

場
明
市

民
セ

ン

タ

ー
　

内

容
写

生
会
（
年
二

回
）
・
美
術

館

見
学

な
ど
　

費
用

拜
五
千

円

（
入

会

金
千
円

）

圖

野
口

登
０

４
７

１

・
7
2
・
６

７
１

［
］
サ

ー

ク

ル

プ

リ

マ

ベ

ラ

毎
月

第

∵

二

二
二
火

曜
日

午
前

1
0時
～
正

午

会

場
稔
台

市
民

セ

ン

タ

ー
　

内
容

恰

尸
近

郊
で

屋
外

ス

ケ

ッ
チ
　

呰
爾
冐

五
千

円

（
入
会

金
三

千

円
）

目
佐

藤

昔
3
8
5
・
6
7
9
3

［
］
女

声

合

唱

団

ミ

ス

テ

ィ

ブ

ル

ー
毎
週

木
曜

日
午
前
1
0
時
～
午

後
１

時

龠

嵶
女
性
セ

ン

タ
ー
ゆ
う
ま

つ

ど
　

内

簟

土
に
ア

カ

ペ
ラ
で
宗

教
曲

ほ
か

を
練

習
　

善
用

月
四
千

円

（
入

会
金
千

円
）

圜

酒
井

公
3
4
5
・
1
3
9
7

［
］
松

戸

は

だ

し

の

会

毎
月

第

一
火

曜
日

午
前
1
0
時
～

午

後
１

時

会
場

女
性

セ

ン
タ

ー
ゆ
う

ま

つ
ど
　

内
簟

文
章

を

持
ち
寄
屮

合

評
を

し
あ
う
　

春
風
ｗ

牙
八
百

円

（
別

途
印
刷

代

の
積
み

立
て

あ
り

、
人
会

金

な
し

）

固
間
島

登
3
4
3
・
9
3
0
6

［

］
北

松

戸

民

謡

の

会

月
三

回

水
曜
日

午
後
７

時
3
0分

～

９
時
3
0
分

会
場

北
松
戸

会
館

（
掫

北
松
戸

駅
下

車
徒

歩
五
分

）
　

内
容

好

き
な
歌

・
民

謡
を
蕚

つ

費
用
月

五

千
五

白
円

（
入
会

金

一
千

円
）

固
野
口

公
涙
・
3
0
5
0

［

］
松

戸

ホ

ビ

ー
サ

ー

ク

ル

毎

週

金

曜

日

午

前
1
0
時

～

正

午

会
場

女
性
セ

ン

タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど

内

寮

洋
裁

・
製

図

一
ダ
ン

ス
ほ
か

善
用

年

千
円

（
一
回

四
百

円

・
入

会

金

な
し

）

固
如

滕
公
3
6
2
・
7
4
0
3

［

］
食

生

活

み

の

り

会

毎
月

第
三

金
曜

日
午

前
1
0時
～

午

後
１

時

会
場

市
民
会

館

内

容

中

高
年

の
料

理
サ

ー
ク
ル
　

善
用

半
年

三
千

六
百
円

（
入
会

金

な
し
）

圖
深
田

昔
誣
・
8
5
8
7

［

］
松

戸

ハ

イ

キ

ン

グ

ク

ラ

ブ

毎
月

第
四

金
曜
日

午
後

７
時

～
９

時

（
定

例
会

）
　

会

場
北

松
戸

会
館

（
恨
北

松

戸
駅
下

車
徒

歩
五
分

）
　
内

容
低

山
の
（

イ
キ

ン

グ

（
月

一
回
程

度
）
　
荳

啣

月
五
百
円
（
入
会
金

な
し

）

昌

斉
藤

音
3
4
8
・
7
5
2
1

（
夜

間

の

み
）

「

」
健

康

づ

く

り

グ

ル

ー

プ

Ｍ

・

Ｋ
毎
週
火

曜
日

午
前
1
0
時
～
正

午

会
場
勤

労
会

館
　

対

象
三

十
五

～
六

十
歳

く
ら

い
ま
で

の
女

性
　

善
用

年

五
千
三
百

円

（
保

険
料
を

含
む

・
入

会
金

な
し
）

國

黒
木

音
莇
・
0
6
8
3

［

］
ポ

ル

カ

（
健

康

体

操

）

毎
週

月
曜
口

午

後
１
時

～
２

時
3
0

分

（
三

週
目

は
午
後

３
時

～
４

時
3
0

分

）
　

会

場
新
松

戸
市

民
セ

ン

タ
ー

（
一
週
目

は
青
少

年
会
館

）
　
内

容
健

康
体

操

・
ス

ト
レ

ッ
チ

ー
リ

ズ
ム
体

操

対

象

成
人
女

性

費

用
拜
千

五

百

円

（
入

会

金
千
円

）

団

森
川

音
3
4
7
・
5
0
2
0

日時…2 月21 日㈲ 午後〇時15 分～O 時45 分

会 場…市役所1 階 連絡通路

出演…今井恭子 （ピアノ）、村藤由歌（ピ

ア力

曲目…「そり すべり」（アンダーソン）ほか

費用…無料

※生の演奏をお子さんと一緒に気軽にお楽

し みください。

圈 社会教育課≪366-7 ∠162

本庁・新松戸・

矢切支所版

少
年
少
女
サ
ツ
力１

大
会

21世紀への夢と希望を託した
本庁発

戸定邸で 本庁発

本庁発

会

員

募

集

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
］
楽
し

い
話

し

方

サ

ー

ク

ル

毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
午
後
１
時

3
0分
～
３
時

会

場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内
容
楽
し

い
人
間
関
係
を
作

る
話
し
方

曹
用
一
回
千
円

（
入
会

金
な
し
）．

固
国
井

登
3
0
8
・
1
8
8
1

（
正
午

～
午
後
５
時
）

～魅惑のピアノ・デュオ～

第２４回

シティー・ミニコンサート


